
口蹄疫・鳥インフルエンザ等家畜伝染病防疫のための多機能粒状消石灰の実用化
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使いやすさを追求した多機能粒状消石灰を開発・実用化することで、喫緊の課題である家畜伝染

病対策の高度化を実現することを目的とする。このために、待ち受け消毒に使用されている既存の

消石灰粉体の問題「消毒効力低下を判断できない」、「飛散する」などを解決する多機能粒状消石

灰を開発する。プラント（目標生産能力：400トン／年）で製造した多機能粒状消石灰を用いて800戸
の農家等で実証試験やアンケート調査を行い、購入意欲「有」400戸超を達成目標とする。

① 消石灰事業者がプラントを導入しつつ多機能粒状消石灰を製造して、ホクレン・全農による流通販売が現
実的であり、本研究の成果を実施許諾して地域ごとに製造・販売業務を委託する体制が合理的。

② 可視化剤については、本研究で設立した大学発ベンチャーが製造・販売して、粒状消石灰を含め消石灰
散布の常識化を実現する。

① 飛散しにくく、pH持続期間が長く、適度な硬さを有する多機能粒状消石灰と、消毒効果を目で見て判断でき
る可視化剤を開発した。あわせて、消石灰が消毒効果を発現する環境条件を明らかにした。

② 造粒機、乾燥機、分級機から成るプラントを設計・製作し、550トン／年の生産速度を達成して、さらには
2000トン／年の大型プラントを設計した。配合等の工夫により製造コストを従来の1/2に低減できた。

③ 809戸の農家等畜産関係機関で大規模実証試験を実施して、多くのモニターが開発品を好意的に評価した。
散布しやすかった：89.7％、可視化剤は見やすかった：89.6％

〔研究グループ〕
室蘭工業大学、ティ・イー・シー（株）、（株）コア、
宮崎県家畜防疫対策課、北海道白糠町農政係
〔研究総括者〕
室蘭工業大学 山中 真也

① 多機能粒状消石灰の10年後（2030年度）の累積売上額は約43億円、その他の産業も含めた生産波及
効果は約75億円と試算され、散布消毒を代行する数十億円規模の産業が生まれる可能性もある。

② 家畜伝染病発生リスクを低減し、健全な畜産経営と食品の安定供給に貢献するとともに、周辺国の家畜
伝染病防疫にも貢献する。
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１ 研究の目的・終了時達成目標

２ 研究の主要な成果

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び今後の展開

４ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

公表した主な特許・品種・論文

①特願2020-044879 可視化剤、これを用いた消毒剤の有効性判定方法及び炭酸化の検出方法
（株式会社コア、国立大学法人室蘭工業大学）

② Yamanaka, S. et al. Design of calcium hydroxide-based granules for livestock sanitation”, Case Stud. Chem. 
Environ. Eng., in press

キーワード 牛・肉牛・乳牛・豚・食用鶏・採卵鶏など、家畜疾病対策、消石灰、飼養衛生管理基準、消毒効果

【今後の開発・普及目標】
① 2年後（2021年度）は、本研究の成果の一つである大学発ベンチャーが可視化剤を上市する。
② 5年後（2024年度）は、上市した多機能粒状消石灰を5,500戸（生産量は約6,600トン）で販売・普及。
③ 最終的には、消石灰による散布が常識化した社会の実現を目指す。
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研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

実用化・普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

消毒効力の可視化、緩効性向上、飛散抑制など機能を付与した多機能粒状消石灰を実用化
する。400トン／年の製造体制を構築し、畜産農家400戸への販売の目途を付ける。

今後の展開方向

【多機能粒状消石灰の開発】

多機能粒状消石灰は、pH持続期間が長く（図1参照）、タイヤ等が通過すると適度に解砕して消石
灰粉体がタイヤに付着するなど適切な硬さに設計されている。さらには消毒効果を目で見て判断で
きる可視化剤（図2参照）を開発した。

消毒効果あり 消毒効果なし

可視化長持ち

【809戸での実証試験】

550トン／年の生産能力を持つプラントを製
作し、これを用いて試作した多機能粒状消石
灰を809戸の農家等畜産関係機関で大規模実
証試験を実施した。図3に示すように散布しや
すかった：89.7％、可視化剤は見やすかった：
89.6％、など多くのモニターが開発品を好意的
に評価した。

図1 pH持続期間
pH=10を上回る期間は、粉末が20～30日、
開発品は150日以上

図2 開発した可視化剤
pH=10を上回る期間は、消毒効果あり：強アルカリ
（＝消石灰が残存）だと青色、消毒効果なし：弱ア
ルカリ（＝炭酸カルシウム）だと赤紫色を示す

図3 アンケートの主な結果

【生産体制の構築】 本研究を推進したコンソーシアムを拡張しつつ、既存の生産・流通体制を活
用して、開発品を早期に上市・全国に普及。
【レギュラトリーサイエンスの推進】 本研究で明らかにした「消石灰が消毒効果を発揮する環境条
件」をさらに追究するとともに、その成果に基づいて農家等畜産関係機関に、引き続き消石灰散布
の必要性を理解してもらう活動を産官と協同して推進。

開発品を含めた消石灰散布の常識化により、伝染性疾病の発生リスクを低減。これにより、ASF
（アフリカ豚熱）など新たな家畜伝染病の脅威から畜産関係機関を守り、健全な畜産経営と食品の
安定供給に貢献する。


